




















金沢大学がん進展制御研究所「がんの転移・薬剤耐性に関わる先導

的共同研究拠点」研究活動に対する評価書

評価委員氏名 北林 一 生 ⑮

► 個別評価

（適切と思われる番号を0で囲み、 コ メントをご記入ください）

1. 研究所の研究体制について

(目標 ・ ミッション、 研究体制と活動の特徴、 自己点検等、 外部資金など）

□ ． 優れている

2. 良好である

3. 十分である

4. やや不十分である

5. 根本的改革が必要である

コメント

コンパクトながらしつかりとした研究体制を整え、 科研費を中心とした外部資金を

着実に獲得し、 特徴ある活発な研究活動をしている。 目標ミッション関しては、 国

内外の研究の進展や状況の変化により、 柔軟に対応することも検討しても良いので

はないかと思います。

2. 共同利用・共同研究拠点としての研究体制について

（運営体制、 共同研究の実施状況など）

□ ． 優れている

2. 良好である

3. 十分である

4. やや不十分である

5. 根本的改革が必要である

コメント

研究拠点として効率的な体制を構築し、 数多くの共同研究を実施している。
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3. 主な研究の成果について
（本拠点所属の研究者による主な研究成果など）

[]. 優れている
2. 良好である
3. 十分である
4. やや不十分である
5. 根本的改革が必要である

コメント
平成2年度までの4年間で、 総数236編、 インパクトファクター20以上10編

と、 世界的にもインパクトのある低れた研究成果を着実に発表している。

4. 成果発表、情報の発信について
（シンポジウム・セミナー ・市民講座開催状況、ニュ ー スレタ ーの発行、
SNSによる情報発信など）

囚優れている
2. 良好である
3. 十分である
4. やや不十分である
5. 根本的改革が必要である

コメント
様々なセミナーやシンポジウムが活発に行われている。 特に金沢国際がん生物学シ

ンポジウムは、 優れた国内外の研究者による非常にレベルの高い発表が行われ、 素

睛らしいシンポジウムである。

5. 国際的研究機関との連携について
（海外のがん研究所などとの連携について）

□ 優れている
2. 良好である
3. 十分である
4. やや不十分である
5. 根本的改革が必要である
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8. 今後の拠点活動の方針について
（今後の活動内容と目標について）

□．優れている
2. 良好である
3. 十分である
4. やや不十分である
5. 根本的改革が必要である

コメント
ナノ生命科学研究所との連携など特徴的な研究を強化するなど異分野融
合研究や国際的な共同研究を積極的に進めるなど、がんの本体解明とそ
の応用を目指した研究拠点の強化を目指すとすることは評価できる。

► 総合的評価

口．優れている
2. 良好である
3. 十分である
4. やや不十分である
5. 根本的改革が必要である

その他の評価ポイントに関するご意見や本研究所に対する要望など、ご自由に
ご記入ください
（ページを増やしていただいて結構です）
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